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はじめに 

 

  建築研究開発コンソーシアムでは、建築に関わる技術開発課題を探索し、今後の技術開

発テーマ設定を支援する目的で、平成１５年度より継続的に「建築技術動向調査」を行っ

ています。４回目となる本活動は、有識者や研究開発推進委員会・技術動向調査小委員会

メンバー等の議論を経て、「持続性可能な社会を実現するための建築技術―地球温暖化抑

止技術」をテーマに選定いたしました。 

 

  くしくも、本年６月の主要国首脳会議（ハイリゲンダム・サミット）では２０５０年ま

での温暖化ガスの排出量半減を「真剣に検討」との表現でとりまとめられ、日本が議長国

となる来年７月の北海道洞爺湖サミットでは、京都議定書に規定のない２０１３年以降の

温室効果ガス削減の新たな枠組が主要議題となるなど、地球温暖化対策で連携が強化され、

温暖化抑止に対する国際的取り組みが急であります。環境技術先進国を自負する日本の真

価が問われる所でもあります。気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）第４次評価報

告書においても「人為起源の温室効果ガスの増加が、温暖化の原因とほぼ断定（第３次評

価報告書の「可能性が高い」より踏み込んだ表現）」と報告されました。本活動のテーマ

「地球温暖化抑止技術」は地球の未来、人類の未来にとって、必要不可欠な技術であり、

その技術の動向を現時点で広く深く調査することは大変意義の深いところであります。 

 

  このような状況を踏まえ、当建築研究開発コンソーシアムでは、宿谷昌則武蔵工業大学

教授をリーダーに、本テーマの大きさ深さに鑑み、平成１８年度及び平成１９年度の２年

間に亘り動向調査を実施することとした次第です。また、本テーマは単に建築・技術に止

まらず、社会、経済、文化に関わる幅広い内容に及ぶことから、「技術統括チーム」、「新

エネルギーチーム」、「環境共生チーム」の３チームで分担し進めて参りました。加えて、

調査の一環としてテクニカルヒアリングを通して各界の有識者の皆様に幅広くご講演・ご

意見を賜り、また、先進的な技術活動を進めている現場の見学会を催してきました。 

 

  取り纏めにあたり、テーマとその背景の深さ・大きさに比して、メンバーの本来業務と

の係わりから時間的制約なども大きく、調査をしっかりと進められるかどうか危惧したと

ころでありましたが、真摯で積極的な活動により、ここに立派な成果に結実致しました。

これらの成果が本会会員の今後の研究テーマ設定に役立てられることを期待いたします。 

 

  最後に、本調査を進めるにあたり、ご協力を頂いた皆様・会員各位に心より感謝し、厚

く御礼申し上げます。 

 

平成 19 年 10 月 

                              建築研究開発コンソーシアム 

                                研究開発推進委員会            委員長  坊垣 和明 

                                技術動向調査対応小委員会        主査  矢崎 暁   
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